
 

 

 

 

 

 

 

第１号  201９/１１/５ 

 

１１月２日（土） ◆湧別町出発  

中高生６名と引率３名による今年の派遣団は、たくさん

の家族、学校関係者や役場の職員らに見送られる中、期待

に胸を膨らませ湧別町を出発しました。天候もバッチリ、

全ては順調な出発となりました。 

羽田空港では天気もよく、各自昼食をとりました。その

後、予定どおりに成田空港へ移動。成田空港では到着の時

間が早すぎて自動チェックイン（搭乗手続き）ができなか 

ったものの、無事に出国手続きも済ませることができました。 

全ては予定通りのはずでしたが、ここから予定が狂い始めます。成田発の飛行機が約４０分遅

れでようやくニュージーランドに向けて出発しました。出発が大幅に遅れた分、夕食は２１時３

０分ころになってしまいました。また、座席が後方だったため、夕食を選ぶことができなく、ビ

ーフを頼みたかったのにフィッシュになってしまった生徒もいたようでした。 

 

１１月３日（日）◆ニュージーランド・オークランド空港到着、

ホストとの合流 

 結局、オークランド到着は５０分ほど遅れてしまい、予定し

ていた乗継便を逃し、クライストチャーチ行きは２時間も遅れ

ることに！生徒のスーツケースにヒビが入っているのも見つか

り…ショック！ 

入国審査は機械化されており、特に質問を受けることもなく、

メガネをかけた生徒以外はスムーズに終え（メガネをかけた生

徒も外してやり直しで問題なく）、ターミナルへ。クライストチ

ャーチ行きの飛行機が遅くなったため、急遽オークランド空港

で昼食をとりました。事前研修で練習していたマクドナルドで

の注文を早速実践することに！なかなかうまく通じず、変な目

で見られたりもしたようですが、無事に全員頼んだものを口に

できたようです。 

女満別空港出発前に 

NZ 最初の食事はマック！ 



クライストチャーチに到着し、無事にダー

フィールドハイスクールの早川すみ先生と

合流！スーツケース保証の手続きを終え、

外へ出て見ると、気温は３０℃を超えてい

ます。暑さと日差しの強さのせいか、一気

に移動での疲れが見えてきました。 

その後は、最初の見学地のウイローバンク

動物公園へ。ここでは、国鳥キウイのほか、

なかなか見ることが出来ない TUATARA

（トカゲ）も見られてびっくり。しかも、

何匹も見ることがきました。 

そして、ダーフィールドハイスクールでの対面式。みんな、緊張しながらホストとの対面！そ

の後はホストと一緒に帰宅しホームステイの始まりです。 

ホストの家では初めての夜で緊張しつつも楽しいひと時を過ごすことができたようです。 

 

対面式！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クライストチャーチクライストチャーチクライストチャーチクライストチャーチ空港に到着空港に到着空港に到着空港に到着！！！！    



１１月４日（月） ◆オリエンテーション  

登校初日、子どもたちは図書館に集合。引率はその前にスタッフルームで教員の皆さんに挨拶

をしました。図書館に行き、生徒たちに昨日の様子を確認してみると、それぞれホストファミリ

ーの歓迎を受け、楽しめたようです。いきなり英語だけの世界が始まり、困惑した様子もありま

したが、筆談やジェスチャーでコミュニケーションを取るという工夫をしていたようです。 

国際交流部のショーナさん、すみ先生からダーフィールドハイスクールの説明を受けた後、校

内を見学すると、グラウンドの広さや設備が充実していることにみんな驚いていました。今年、

交換留学生として来町していたマックスが生徒たちを案内してくれました。まだ慣れない湧別町

の生徒たちを交換留学で来ていたマックスやニーフ、ハイデンと言った知った顔がフォローして

くれて、とてもありがたいです。 

 

 

モーニングティーの時間では、講堂でサイエンスショーが行われていたので、参加させてもら

うことに！小学６年生向けに行っていたショーも見学しましたが、元素記号や化学反応の実験な

ど、かなりハイレベルで興味深い内容に生徒は釘付けになっていました。 

そして、ESOL の授業。英語のみの授業にかなり緊張している様子でした。内容は、事前研

修で ALT のオリバー先生に教わった内容に近いものですが、イントネーションや大きな声で発

音することを指導されていました。最初は声が小さかった生徒たちでしたが、終わる頃には大き

な声が出るようになってきていました。その後は、バディとの対面を行い、バディとランチ、バ

ディの授業に参加しました。放課後に話しをしてみると、「わからなかった単語をメモしたので、

帰ってから勉強します。」と言っている生徒もいました。 

バディとの授業中、引率はモリス校長先生と交流事業について会談を行いました。来年以降も

交流事業を続けること、来年はセルウィン町との友好都市

提携２０周年となることから、さらに交流を深めていくこ

となどを話し合いました。 

明日は、歓迎朝会やブロウトン町長の表敬訪問が予定さ

れています。スピーチやよさこい披露の練習をすることを

確認し、それぞれホストファミリー宅へ帰って行きました。 

学校正門前で 校内見学 サイエンスショー見学 

ＥＳＯＬの授業 


